
自主防災組織を結成しましょう!！

自主防災組織とは「自分たちの地域は、自分たちで守る」という、

地域住民の連携に基づき結成し、災害予防や防災活動を行うための組

織です。

大規模な災害が発生した際、行政機関の活動が十分果たせなくな
ることが予想されます。このような事態に地域住民同士が協力し、
被害を最小限に止めるための活動が必要不可欠になります。初期消

火活動、被災者の救助、情報伝達を行うなど、非常に重要な役割

を担っています。

災害時に

命を守るために必要なことは・・・自助（自身の日頃の備えによって守る）
共助（地域や近隣の人が互いに協力し合う）

地域の防災力とは = 自助と共助の総合力

● 阪神・淡路大震災における救助活動倒壊家屋からの救助は、

自力・家族・友人・隣人で94％！
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住民主体の防災組織です
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自主防災組織は必要か？

94％

必要です

危機管理課から 皆様へお願い

自主防災組織とは？



自主防災組織の結成は？

自主防災組織を結成するには、地域の実情などにより規模も変わり

りますが、災害時の防災、減災活動を考えると町会、自治会単位で結

成することが望ましいと考えられます。

町会・自治会単位で結成

＊結成にあたり、補助金制度があります。

自主防災組織の活動に必要な資機材購入や訓練活動の費用の一部を補助します。

１ 資機材購入費補助金
自主防災活動に必要とするバールやハンマー、のこぎり等の機材の購入に要した費用

（上限２００,０００円を補助します。）

２ 訓練費補助金
①校区活動補助金

校区で防災訓練又は防災講演会等（以下「訓練等」という。）を行う場合の消耗品

の購入等に要した費用

（上限５０，０００円を補助します。）

②自主防災組織活動補助金

自主防災組織で訓練等を行う場合の消耗品の購入等に要した費用

（消耗品購入費等の、２分の１以内の額（その額に１円未満の端数が生じた

場合はこれを切り捨てた額）を、２０，０００円を上限として補助します。）

３ 追加資機材購入費補助金（平成２８年度よりの補助制度）
資機材購入費補助金を受け、新たに資機材等が必要となった場合の購入に要した費用

（資機材購入費補助金の交付を受けた翌年度から起算して３年を経過した年度

以降に補助するものとし、１団体につき１００，０００円を上限として補助します。）

お問い合わせ先

〒594-8501

和泉市府中町二丁目7番５号

和泉市危機管理部危機管理課

0725-41-1551（代表）

0725-99-8104（直通）

E-mail 
kikikanri@city.osaka-izumi.lg.jp


